
新しい書侵聾的綱牒  16  18  脛鷺器障  コ匡■踊r  これまでの研究により、網牒内因一性情号  ヒト正井被♯肴における計測では、和状  本研究の遭捗により、★斑部を含む  網膜内因性は号I†淵法は 生体網爛の  ZO  86  10  0  80  113  8  0  0   
機能計測法の開発お    亨研究  計測法が非¶に感度の書い柵織機能鮒  几断刺激に対する網隈の憫断応答を明  
よび臨床応用  

様々な椚軒疾患のスクリーング的騨価、  禅繰活れをリアルタイムで画像化する世  
瀾法であることが示された。また、れ零  瞭に記録することができた。さらに可視  手術零の治■椚後における網膜機能の  界初の榛暮浅である。このため、平成1  
光波長や刺激条件をたえることで、外膚  光での計測lこて、★斑部で硯反応にとも  書職的騨価、檎tの施行が田れな軋幼  6年に本法が始めて愉文集憂された隋  
の①網膿外■の光散乱文化、②網膜外  なう吸光廣上井壌が明叶にみられたこと  児における書概的網牒機能絆価事につ  には、¶日新M、読売新聞、毎日新聞に  
■の色素鶴亀変化、③巾膿中・内■の  は、実用化に向けた大きな逢■と思われ  いて応用が可能であり、視覚的機能を的  おいて、「網膿ま上の早期発見を可能に  
血流変化専、発生起∬の異なる数檀甥  た。各施設で得られた患者における網膜  恥こ騨価することによる眼疾鳥の早期尭  する、新しい網膜活動の画像化技術」と  
の網膜機能をマッピングすることが分  九、失明予防に大きく書与しうる。これま  
かった。また、局所刺激を用いた研究で  での研究で綱牒内園性Ⅷ号肘瀾法の臨  
は、内因性什今の優れた空間分解能が  床応用にむけて機蓼開発、生体暮磯臭  
示されるとともに、将来的には、網膜の  鹸、暮壕的打床データ収事の各研究部  
微小轟所刺激による地先的視野検査の  Mが大きな遺書を見せ、総合的にも実  
ような方法で臨床応用できる可能性も示  用化に向けての暮義ある遺捗が得られ  
唆された。   に書貴書な責料となった。  た。   

網膿血t新生抑制機   10  柑  感覚器F■  ・＝た】■汀  血t内皮拙僧■糟抑制値子を間疋し、  残念ながら、研究期叩内では臨床開発  ガイドラインを開業する研究テーマでは  これらの研究戒凛から、網膜血t内皮  今手 
楕の解明とその応用  

で、tれたinvむ○真横系が■く、網  ○  u  u  0  5  23  u  0  0  
書研究  網膜血t新生抑制橿≠を爆明すること  ない。   細胞檜確聞憫田子として作製したリコン  

古事－の目的に行った。この目的に間し  ビナントタンパク★を用いた★尿鋼欄闇  
ては、網膚べリサイト由来濱惟眉子が間  症治療欄の開発および網膜血t新生の  
走できたこと、および網膜べリサイト増t  分子メカニズムの解明に基づいた血t  
液とトロポミオシンの新規アイソフォーム  新生抑制遺伝子治■法の開発につな  
による網膜血t内皮細胞増積抑制機構  がっていくと考えている。   
を解明したことで、研究日揮のtも1暮  

と∴及び同定した匝千による網牒血t内  

な部分は達成することができたと考えて  
皮細胞嶋嬢抑制欄爛毯解明したことで、  

いる。この成果をもとに、t終日柵であ  
眼科領域並びに細鳩生物事領域に手獣  
できたと考えている。さらに、我々が開発  

る書尿ホ治鞭ホの開発は今後の研究で  したinv如0畢♯系を用いた乎障共同研  
遽成させたいと考えている。   究から斬知見も1いだすことができ、鴎  

際筆術責♯もできたと考えている。   
内耳エネルギー不全  16  18  感賞ポl▼  松永 運撞  これ手で急性内耳エネルギー不全のれ  急性内耳エネルギー不全の¶蘭モテル  現時点で事1食事で事書lこされた■含  環時点で書籍会∵行政施層に反歌され  甲立椚既t¶兼帯匿環七ンクーで開催  0  2  3  ■  ヱ0  ロ  山  0  0  

の■融解折に暮づい  亨研究  鞠を最期生存させて解析することができ  で解明されたホ囁の蘭軌こ暮づく新規  よない。ガイドラインに準する成果として  た成業はまだない。過去3年間に学食、  された以下のシンポジウムおよぴワーク   
た突発性ホ聡の新規  なかったため、その分子ホ噌は町野的  治♯を．本モデル勤≠で檎肘することに  土、アポトーシス随書薬や幹細胞移檀の  論文、ホームページ専で本研究緒稟を  ショップにて本研究成1を発喪した り   
治療法開発  な関心であるにも闘わらす不明であっ  より、これまでステロイド投与以外に治兼  治療をれ聴覚虚彼のどの時点で、どの  発表、公開して、れ馳、めまいの臣事研  内耳液慣精性の陣書に対する再生油  

た。す画、本所態の解析のために従来  注がなかった突発性難聴に対して、急性  ような授与経路で行うと、穂賞回復に■  究と匿ホの向上に役立てた。手た、今後  ■、第1回聯覚書シンポジウム「内耳再  
こない動物モデルを、分子レベルの研究  期および慢性期に有効性を期待できる  効であるかを示すことができた。また息  もぎだ禾貴賓、未公開の研究成果を尭  生匿膚に向けて一暮礎研究から治♯戦  
情報と拭事が惰っているラットで開発で  治療法を開発することができた。そして  性内耳エネルギー不全による障曹の分  嚢、公開していく干支である。   略ヘー」2008年3月2482）難聴の遺伝  
きたことにより、分子メカニズムの解明  蛸牛♯繊細他の舞生あるいは■生とい  子メカニズムには、恥攫暮、心筋榛暮な  子機董と書生医療におけるまT攣1  
を、せ界に先■けて大きく進めることが  う新しい観点からの研究から、新規治★  どの内耳以外の離職の急性エネルギー  檎、感覚響に間する研究発義金とワーク  
できた。手たモの緒共に暮づいては繊細  の効果をより書めるために役立つ暮礎  不全による障書と多くの共通点が紘めら  ショップ 一度丁半遍携の農望－、2008  
他のアポトーシス抑制と幹細胞移袖によ  的メカニズムを解明し、臨床応用への可  れたことより、随檀暮、心筋櫻暮などに  年5月之8日3）内耳の■生冶■、鶉2固悠  
る治療の開発とその事勤性を動物実♯  週応のある＃州が、突発性難戦にも■  鷺馨シンポジウム、シンポジウム】腰賞  
で示すことができた。   勃である可能性を示した。  馨匿攣■近の進歩200丁年2月24日   

内耳性難聴に対する  16  皿  感賞群障  小川 耶  壬礎研究におけるマウス¶葉系t職幹  臨床応用に向けたヒト間暮系幹岬抱か  内耳内視鏡適応の積立   薬刑投与、相場移檀を含めた内耳薬剤  市民爛座を朋催し200名以上の蓼加讐  之0  8  ■  ■  15  12  0  0  口   
細胞移穐システムの  書研究  細胞の纂礎的研究成果から、せ界で初  ら分化させた神経幹細胞を内耳に移穐  投与法に間わる技術、手術などは欄外  こ対して感曹難聴の現状を解職し書暮   
♯欒  めてヒトⅦ集系書蝕幹細胞を神経幹細  した。神経♯細胞の採取は、t雷の脳  孤ではすでに試みられている治ホ法で  した。当研究王と鳥暑さんとの会の取り  

他に分化させてマウス内耳へ移橿を賦  神経からどのように絹地を採取すべき  あり、今回われわれが拝みた内視鏡の  趨みは新聞にも紹介された。また、当駿  
すことができた。内耳書生医療を考える  か、というドナーの間筍がある。内耳の  開発、投与法の技術書斬は日本■の¢  研究★受Ⅷ期間において、分担研究書  
上で、いままで注自されていなかった■  特殊な解剖から考慮された内視麟の形  書難聴に対する治療レベルを維持する  の一人である神職が鴎静学食である  
生阻書因子という概念を攫叫した。  状やいかに明視できるかという点から覿  ものであり、新しい医療の提唱は医療條  

像度が考慮された。  険上改正が必羊である可能性もあると  
書えている。   
嘔書賽l甘を書む内耳書亨は、65■人口  平成18年3月5日貫耶にて市民公開！陣座  0  15  8  2  42  22  0  0  ■   

による難聴の治膚  内耳丁毛欄他の書生  16  18  感1ほ即▼  F＝  本研究では、1）弔文電文上皮で藁鞠に  藁≠内耳鳥所欄月という琴暴に可床応  ・㌻′ニ                            書研究   よリノッチ惰嶋伝達系の制御が可能であ  用が可能な手法で、内耳書毛林地の■  の半数以上がt鳥するなど棲めて頻度  「¢雷難聴治療の新しい震聞・租糟工事  
る2）ノッチ惰≠伝遵系岨書薬の効果とし  生が研導できることを示した。また、この  が書く、生活のrを著しく低下させるもの  との融合」を開催し、四民に対して研究  
て支持■他から書毛細胞への分化転換  暮書的成井を臨床応用する静に必暮な  であるにもかかわらず、治■方法はほと  状況を■告するとともに、t及啓発を  
が桝場される8）この勤よは、稟陽に成  技術として内耳への薬物最新投与シス  んど存在しなかった。内耳書生による斬  行った。また、その他、新聞縄♯として  
熟した聴覚せ寛上皮でも艶められること  テム開発を臨床的な見地から行った。蹟  規治■の隋発は人糟にとっての急楕と  ま、平成17年12月2丁日（日経虚業斬  
を示した。以上の研究成果は、書毛細他  床応用の視点から開発された書毛細地  いえる．本法は内耳■生を薬物投与に  岬）、平成18年3月1日（京ポ新聞）、平成  
再生による感書蝿畿治♯を現実的なも  再生へのアプローチとして」劃腋事象な  よって行うという、より現★的で≠瑠的間  18年4月2之日（京♯ホ間）、および平成18  
のとしたという点で、内外でのホい注目  どでも高い騨価を得ることができた。今  鶴の少ない方法であり、≠現によって多  年9月8日（嘲日新間）にそれぞれ取りあ  
を井めた。また、腰書離職に対する新し  敵の鴎民が得られる利益は計り知れな  
い治■藁開発の可能性をi示したという  い。   

点で薬物開集の職点からも注目されるこ  
ととなった。   ある。  
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視覚叶書書、盲ろう書  16  18  感賞器Ⅷ  石川 准  GUtが一望可能性という視覚†▼報の特性  技術看はもとよリー般の視覚障■書、T  駿当書し   サー／く・ネットワーク技術書、システム■  書新スクリーンリーダセミナーを開発し  2  0  0  0  2  u  0  0  口   

向け書■・点字コン  書研究  を利用し、画像とテキストを適切に配合  理青嶋への視覚障書書事の一般就労を  
ビュータ・オペレーテイ  して場面とフォーカスを攫示するのに対  強力に支捜する新しい支櫻技術が実現  
ンケシステムの開発  し、AⅢやBUlは味覚情tや触覚情報の  した。   

特性である揮発性、シーケンシャルな情  
鴨の捷示にE膚するとともに、書■情報  
や触覚情報の晋惰処理可能性を生かし  
て††鞘を構造化し、書桔的に捷示しなけ  
ればならなし＼わけだが、三年間の研究  
により、書■・点字ユーザインターフェー  
ス股I十について多〈の暮辛かつ■体飢  
なな知見を得ることができた。   

書ろう曹の自立と社会  16  18  感賞器障  中野 ホ志  数が少なく、全四に点在しているため、  従来、通釈・介助■▼を遺してしか知る  なし   盲ろう書に対する汀サポートに朋する  20D5年に公開シンポジウムを開催し  0  4  10  0  63  4  0  0  ■   

参加を推進するため  書研究  その実態が十分lこは把社できていない  ことができなかった体1や体温事の融♯  実態は、全FTろう書協会でも把■して  た。その際、本研究の暮礎研究として璽   
の機場開発・改良支援  盲ろう書及び通訳1介月別こ関する全匹闘  t理をtろう書が暮牡で出来るように  おらす、暮事な暮磯子ータになると考え  推した視覚惰性をシミュレートする新しい   
システムの構築ならぴ  壬が末席でき、その実態が明らかになっ  なった。また、檎事t語を介してのメール  られる．また、開発した携帯t†舌を用い  躾tがユニバーサルデザインの騨価   
こ中間支檀看t戒プ  た。また、盲ろう書にPCの榛作を書れさ  のやりとり、エアコン書のモー製品の削  たコミュニケーションモジュール、体濾甘  ツールとして注目されている。社団法人   
ログラムの作成に蘭す  せすに体1や体温専をt理できるように  仰が可能になり、生活の大の向上にt  測モジュール、事t製品■1御モジュール  ビジネス■械・†ttシステム産業協会の   
る研究  するために、フル→ツースや赤外線遺爛  僻することが出来た。さらに、tろう書に  ま、市販品と本研究で蘭発したソフトウェ  アクセシビリティ標準化ワーキンググ  

を活用したシステム開発を行うことがで  エイドの使い方を紹介するための中Ⅶ支  アを繊み合わせただけで利用できるた  ルーフ書からデザインの横位に利用した  
きた。さらに、盲ろう書の実態を騨価する  檀書t成用○－l●8min■教材が作成でき  れ研究成果をすぐにユーザに壇元でき  いという申し出があった。さらに、このシ  
ための暮礎研究において、横井特性を  た．従来、亨ろう書も通釈・介助■も全四  る。人材書成用教材は「♯遭府県地膚  ミュレ一夕ーを用いたユニバーサルデザ  
シミュレートする新しい装牡や岨球荘勤  こ点在しており、サービスの地壇格蓋が  生活支檀事業」のtろう曹向け通釈・介  インの検l正場面が、2008年5月9日の  
を用いた新しい視機能騨価手法を考＃  助1派遭・養成研♯事業に活用できる。  NHKニュース7でも紹介された。   
することができた．   情嶋提供が可能になると考えられる。  

1症多形∫■出†生‡工現  16  18  感賞器降  木下 茂  本研究は、暮症多形潜出性虹莞の叫含  堵暮粘腰上皮シート移檎を行った1症  本研究瀾は、皮膚科研究班（H18一札治  葉亨として息性発偏し暮■な視力坪書を  平成16年12月22日耶日新〃1面にて、  ■  1Z8  ロ  4  84  3l  3  0  0   
こ対する眼科的治療  ＝■■l■  併症により高魔の視覚陣讐に至った患  角牒疾患約10（〉例の術後経過解析によ  －04 れ治性疾患克服研究書集）と共間  きたす本症候群は、これまでに積書能回  本研究による噂暮上皮移欄により視力   
法の確立  書が外科的治欄により安定した視力回  り、本油糧注が1癌多聖潜出性虹彗の  で暮症多形藩出惟風間（Stov●nS一  復のための■効な治療法がなかった  回復した本症烏有が紹介された．平成  

榎を得る方法を、四静的にも初めて樽立  視力予後改書に雷用であることが明ら  John眉On症傾群）の診断に必妻な急性期  が、今回開発した治療により視覚l一書の  柑年1月18日日経産♯斬蘭のl面およぴ  
したい本研究で作成したl職責面騨価スコ  かとなった。これまで手術適応外とされ  所見を確定して診断暮準2008を作成し、  書級が軽減した■書が多いことは注目  13面にて「先天技欄」として本研究の噂  
アは、ヰ癌性角緒牒上皮症の爛態を客  たt工症例においても、培養粘牒上皮  眼所見をIリ所見として記載した。平成柑  ＝価する。撲機能の改書により紅葉、耽  賽移欄技術が紹介された。平成18年11  
観的に把檀する新たな方法であり、この  移檀と全■角牒移穐を二期的に行う新  年＝月井生労働省発行の「1暮l叫作用  肇が可能となることは」■瞥自身lこ恩恵  月、本研究に関する研究檎文「再生医学  
慣ヰの臨床研究に孤静的に新たな視点  横柄式により視力回復が可能となった。  マニュアル」においても、特鴨的な場所  があるのみでなく、社会的な貢≠鷹もホ  こよる1丘角膜疾患の新規治療法蘭先  
を碓井した。息有責因としてHLAの関与  新しく開発した臨床スコアは、本疾患を  兄と発症早期の眼科的治■について■  い。本研究で発症初期の眼科治療が視  への鴫略的研究」が井ヰ3国ベルツ暮の  
こ民族による1いがあることを、日本人  代♯とする角慣上皮幹岬地蔵＃の書職  体飢に記載した．   力予後を左右することが示されたことよ  －■1に遺ばれ、広くマスコミで紹介さ  
患者の解析により明らかとしたことは鴎  り、今後は早期鯵断とヰ期治■を行うこ  
静的にみても鷺■潔い。またそのホ胎  とで、積鷺陣専有の発生そのものを減ら  
に、自然免疫応答■井が関与する可能  すことが可能になると考えられる。   

性をせ界で初めて楕擁した。   

ツベルクリン檎王、BC  6  26  5  0  70    0  0  0   

G事に代わる轄楳事  感染症研  エ檀を暮するが、各過穣の簡易・迅速化  
の抗酸薗痘に係る断  究   は、コストのIll減と情繹性の向上に緒び  
世代の鯵断技術及び  つき、開発途上乎への応用に不可欠で  
予防技術の確立   ある。楕株化羊処理した紙面を用いると  

棲酸抽出が自動側に完了し、かつ安全  
にサンプルを輸送・保存することが可能  
であった。」▲MP法を併用すると、60分で  
全ての躁作が完了する。本診断法は、  
凸内のみならす、間発途上皿での応用  
が期掃される。   とCTし精製をホめた．このシステムを活  

用した効率的Thl活性化システムは、抗  
縮核免疫を増強するワクチン間発へとつ  
ながる。  

野生げつ歯畑及び析  16  18  新興・再興  市島r 郁夫  野生げっせ輯及び節足動物lこ由来する  野生げっせ類及び節足動物に由来する  繊度所と共同で輸入野生げっ菌類の／＼  2  12  0  0  12    0    0   

足動糟‖＝由来する拡  感染症研  感染症の診断法が開発され、それを用  感染症の凰内外における汚染状況が判  ンタウイルスの鯵断を行った。野生げっ   

染症の診断、疫学及  究  いた疲肇肌壬を稟施した。ワクチン開発  ■鶏及び節足動物lこ由来する感染症の  

び予防に閲する研究  などの予断に関する基礎的知見が縛ら  診断法の開発lま息書発生時の診断と検  

れた。   痩時のげっ禽爛の診断に■用と考える。   
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粘膿ワクチン開発の暮  16  18  新興・再興  i■野 宏  コレラ霊薬（CT）の粘牒免疫増強効先に  新興・■興啓蒙症の予断に向けて、粘膜  粘贋ワクチン開，引こ向けて、粘膿アジュ  粘贋アジュバントの開発は、既存の注射  平成柑年○月22日 日本権済新聞に樗  0  20  2  33  52  16  0  0  0   
礎となるアジュバント  感染症研  暮色し、AlサブユニットのADP－  ワクチンの実胡化が期博されていもが、  ／くントという新規なカテゴリーの安全性、  糠・注射針を使ったワクチンではなく、経  戴。r■からワクチン」一般にワクチンは   
に関する研究  究  ribo町肘帥8for■亨○にアミノ酸t洪を導入  その日積運成に向けて粘膿アジュ′くント  騨価基準などを今後看えていかなけれ  口・柱鼻ワクチンという新しいワクチン搾  注射でないとホ気の発症を抑える免疫  

した■暮化嚢井聖暮ホ（mCT）の間驚を  の開発が必須である。その目樽遍成向  ぱならない。   檀による四民の健ヰ増進に工♯する可  の抗体が十分できないため、他の投与  
暮盤に、大≠書由来鳥熱性t兼（」T）と  能性がある。   法は難しい。新技術は、抗体ができにく  
のキメラ型（mCTA／LTβ）アジュバントの  い半面、副作用の心配が少ない利点が  
創出に成功し、その安全性と免疫叫強  ある不活化ワクチンというタイプで可能  
効集を確認した。さらに、A2サブユニット  にしたのが特徴だ．新棟欄は抗体ができ  
に文■を導入し、鞋1投与の暢に危惧さ  るのを促す鞠1をワクチンに加えること  
れる中枢神経系への影暮を阻止した、よ  で＃現した。溝一臥ネズミの■の枯燥  
り安全性を付与したニt変1聖  にインフルエンザワクチンをtらして賽  
（El12K／KDEVとEl12K／KDGUアジュバ  験、三週¶後に十分なtの抗体ができ  
ントの開発にも成功した。   た。今後、サルで安全性などを調べ、人   

動物由来感染症の  感染虚腐における獣医師の届出をかす  ○  3  Q  5  a  0    0   
サーベイランス手法の   覆するための死亡■爛董のシステムを   
開発に闇する研究  

感染症の診断益準の餃定あるいはガイ  
究  構築した。野生動物における動物由兼  ドライン作成に科学的椙拠を与えた。   

感染症のサーベイランスに欠かせない  
複数のホ蘭体診断億塵確立し、パイロツ  
トサーベイランスを実施した。   るという点で一定の暮■を持つ。  

岬人工菌症専六書症 の 
診断・治療法の開発   、   

と発生動向椚董に闇  究  症およぴヒストプラスマ症起因薗に対す  プラスマ1薗の内内分■を試みたが、書  ているE覆徒事書は多くない。しかし、  的に≠徹しているが、わが平においては  CrYPtOCOCGu8gattliのアウトブレーク情   
する研究  るそれぞれ特■性の優れた遺伝子檎出  は檎出されなかった．しかし、緒楳薗疑  本症症例数は急遽に増加しており、暮薗  錦織を開いたところである。本研究班は  tを、融t危険什ヰとして厚生労働省健  

系を開発し、す後の鴎床庵用をめざして  鯵一書を対tに、ヒストプラスマ症抗体  症の中でも特に感染力・ホ膚性が強く、  塵立感染症研究所をレファレンスセン  オ危機t可椚茸主にi報した。当地で  
いる。手たヒストプラスマ癒の血清鯵断  械董を実施したところ陽性検体があり、  正しい知kを持たなければ、E■従事  ターとし、各研究分連書をブランチとした  は柑99年以降、健♯人を含む100名以  
のための新しい抗肝抽出法を確立し、隻  ホ理組織診断によリヒストプラスマ痘と  書も感染事故を起こす可能性がある．加  真書症対姓惰■綱の群集をめざしてい  上が¢染し8人が死亡している。Z00も年  
光柵1フロープによるアスペルギルス眞  檀定された症例もあった。従って、今後  静交流が盛んな昨す、いつどの匪■儀  る．それにより真曹丘に関する情t収■  にはt光で断れたデンマーク人が帰匹  
薗の鳩★・虹他鯵断法を開発した。さら  機体数を増やしさらに檎附する必事があ  開で本虚に遭遇してもおかしくない状況  と檀供を行い、け入嘉書症の診断とt  後に発症した．書劾な仇1蕾藁があリ  
こ暮礎的研究として、■t鶉タン／くク井  る。深在性暮菌症については、悪性膿瘍  ＝ある。そこで過去に作成した●人工粛  瑠も可能となる。診断・治療が困難な嘉  早期鯵断・治療が肝暮であるため、当地  
こよって毛足される血t炎の初期応書  愚書の暮薗癒合併輝度をしらべ、息暑  虚ハンドフックを大嶋に改定した●入エ  薗症対策は、一施設では力の及ぶt匪  を斬れる旅行者に注書を喚起する必羊  
の解析．嘉■■贋園子の解析、薬剤耐  実数では消化♯瘍や呼吸犠縞■曹にt  菌症診断・治療ガイドラインを作成し、全  ま取られる。分撞研究書との連携によっ  があると判断した。この什蠣は8種新聞  
性糠欄の解明とポンプ阻亨剤の探索を  屯の医兼♯闇や関係学食に配布してt  
行い、多角的な成臭が得られた．   斬慣書を提供している。   しての成井を曇し始めていも。   

ポリオ野生株ウイルス  1¢  18  新興・再興  爛水 博之  ポリオ根絶t絶段階に必千とされるポリ  日本におけ軋野生株ポリオウイルス保有  野生株ポリオウイルスの舞職王封じ込  ポリオウイルス開運弗諌甘文椚壬により  開運事曇（ウイルス攣食、臨床ウイルス  7  18  12  0  30  山  0  ■  3  

の封じ込め対策に間  感染症研  オサーベイランスの騨価を行い、ホ感度  叩董のための効率的かつより精度のホ  めに関するWHO世界的行動計町（WHO  リストアップされた研究書電対■に、t憶  筆会、腰染丘学会、衛生微生物協比食   
する研究  究  ＝ポリオウイルス伝播の検出可能な  い椚王手法について檎射し、野生株ポリ  ■bbさloG再onp一員n（GAP）hrtdborさtOry  聞き取り方式およぴアンケート椚査によ  響）で、ポリオ根絶の現状および野生株  

サーベイランスシステムを明らかにした。  オウイルス保有施設間tを実施した。  GOnt■inm●ntOfw‖dpoliov仙＄OS）の全■  る野生株ポリオウイルス催事状況椚壬  ポリオウイルス実戦王封じ込めに関する  
また、ポリオフリー地域でも、VDPV伝樗  樺々な椚壬を組みあわせることにより、  の日本晴駅を行い、椎駿「ウイルス」に  を稟施し、織兼の集計・解析壬おこなっ  慣特捜供を実施した。  
によるポリオ流行のリスクを書すもことを  椚董■覆を改暮するとともに、野生株ポ  穐tすることにより、ポリオウイルス実験  た。地方衛生研究所におけるホ冊徽生  
明らかにし、ポリオ根絶後における  リオウイルス封じ込めの工事性について  重封じ込めの1稟性について周知を  穐の取扱いに朋する椚董の一環として、  
VDPVによるポリオ流行のリスクを明らか  図った。   「ポリオウイルスおよぴポリオウイルスを  
にした。ポリオウイルス感染伝播機構を  含む可能性のある検体の保■状況に隅  
解析するためのinvivo稟麟系の開発を  するアンケート椚暮Jを輿施し、回収絶景  
行ない、効率よく縫口感染可能なマウス  を集計した。   
感染モデルを棚立した．   

四内の上菅症例嶋層  18  柑  新興・再興  ■山 江雫  文職檎薫により．わが四で嶋舌された動  症例鞭舌の抄僻と著作け書の承鰐が得  ガイドラインは作成していない．   これまで明らかにされていなかった庄内  研究成果を腋染痙攣曇天日本地方嚢  円  丁  山  3  ■  0  0  0  2   
＝基づく動物由来感染    感染症研  物由来拡染痘の症例を抽出・収集し．こ  られた文麒の全文をPDFファイルに変換  ＝おける勤柚由来感染症症例の収集・  で．また井貫郁医師会及び人鰍共通感   

究            症の実態把■及び今  れらの症例を分析することにより．これ吉  分析のl青臭をCD－ROMに収蟻してホ1  
挫の鳥書症例報告収  で十分に明らかにされていなかった．わ  府隅に散布したので．各地における動物  
■と機兼システムの間  が平における動物由栗懸巣癒の発生勤  由来¢染症対策立真に■用な資料を攫  
発に朋する研究  向を把■することができた。また．これま  供できた。   

で開発・書及がなされていなかった動物  
由兼感染症診断に必雷な簡便な檎壬法  
を開発し．濾紙採血検体での檎王を可  
能にし．診療現場でその書用性を檎肘し  
た。   た検体戴は．発生状況を把≠できるほど  

多くはなかったが，匿覆現場に動物由来  
腰染痘の簡便な捜査法を場入すできた  
点で鷺暮があった。  
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SARSコロナウイルス  16  18  斬l籍・再興  田口 文広  本研究では、マウスのSARS病態モテル  本研究では、Ⅷ床的な研究、賦麟は行  本研究では、実♯小動憫のSARSを抑え  本研究の成＃は、下記の幾つかの医事  0  28  †8  3  ヰ5  †5  山  0  0   
に対するワクチン開発  を確立し、各檀ワクチンがマウスSARSに  るワクチンが開発され、ヒトへの応用が  
に闇する研究  究  対して有効であることを明らかにした。ま  充分見込める研究成1が得られてい  

た、幾つかの抗SARS責lも発見された．  る。本研究により、SARSサ戒を軽減する  
王に、SARSの1技師炎発症機欄の解  ことができ、医療行政にも★僻したと思  
明も進み、今綾の薬剤開発への遭が聞  われる。   （2006年第11替）3．SARSワクチン：医事  
かれつつある。本研究により、予防治膚  のあゆみ（2り05年214纏）4．SARSコロナ  
法のなかったSARSへのワクチン、抗ウ  ウイルス研究のt椚緋：（2006年Z18巻）   
イルス刑蘭舞の暮盤が動物モデルを用  
いて積立され、今後サルを用いた研究を  
通して、ヒトにT幼な予防治■薬の開発  
が期待される。   

SARSウイルス闊染  16  18  新興・再興  t村 和夫  SÅRS－Cov／HⅣ偶ウイルス系により  約4000檀爛の鶉洋生物抽出エキスで、S  感染阻止化合物の探索というテーマで  鶉洋生物や機軸エキスから仇SARSウイ  匿療従事者を対tとした稚聴に、漢方藁  0  20  山  u  10  3  4  0  ■   
阻止化合物の輝素  感染症研  HopG2が感染稟故に土1な稲畑株で、  空白井とACE－2の縮合檎出を抑制し、  あったため、ガイドラインの作成などは行  ルス活性を持つ成分を同定することによ  エキスのSARSウイルス感染抑制効兼を  

究  かつcav801jnがないことを明らかにした。  偽ウイルス感染系も岨書する2檀和を特  わなかった。なお、成1として上述のとお  り、これらの責源が新薬の候捕物賞のリ  紹介した（服部俊夫 ウイルス感染とバ  
クラスリン依存エンドサイトーシスを特■  走した」桂皮エキスとそのエタノール分  り海洋生物と漢方薬のエキスにSARSウ  ソースとして書望であることを示した。  イオデフエンス M8bio 別冊 24．6－  
的に姐書するChlorproma引n●の効果は  圃及び丁子がSHPと暖染性SARSウイ  イルスの感染を押刺する効井を臭いだし  21．2007）。鴎床匿を対象にSARS事の斬  
濃度依存的で、Clatムrinhoavychainに対  輿感染虚の膚せや治療方法を解競した  
する8iRNA処理は偽ウイルスの侵入を約  （服飾俊夫SARSを含む新興感染症（解  
40％阻讐した。捜皮エキスとそのエタ  晩）日本内科学合繊快94（g）：1引5－  
ノール分間はT†rの発現を増し、Tfrの取  用20．2005）。これらによリSARS対策に  
り込みも岨書した。これらによりウイルス  関する警■を行った。   
の侵入はクラスリン依存性で、桂皮はそ  
の経路を阻書する可能性を示した．   

SARSコロナウイルス  川  †8  新興・再興  森川 茂  SARS－CoVの培壬系を使用しない血清  日本では、SARS患者の発生がなかった  本研究の成よにより、今挫SAR古流行が  化学膚法の儒ず（医薬ジャーナル†土）  0  3∂  ■  0  8  34  0  8  0   
検査法の精度向上及  感染症研  診断系を確立し、SARSの検査法の精度  ため臨床検体がないが、ベトナムの臨床  あった鳩舎により迅速にかつ的確に患  2008年12月号に「SARSコロナウイルス   
び迅速化に闇する研  究  向上及び迅速化を速成した。これらはウ  檎体を用いていくつかの檎壬法の騨価  書の診断ができることは、公衆衛生行政  横手凍の遭■」として研究班で得られた   
究  イルスを用いないため稟牧王感染のリス  上の事用である。   成果を総説的に紹介した。   

クが国遥できる。また、迅速にウイルス  
坑儒を検出するイムノクロマト法が開発  
され、RT－LAMP法を簡便、迅速化でき  
た。ヰ別鯵断用RT一山MP法を開発し  
た。さらに字書糧でのSARS発症モデル  
系が♯敷確立された。これらにより、今  
換SARS愚書が先生した場合、これまで  
より迅速的確lこ検査できる。   

ペプチド抗体によるS  16  18  新興・再興  伊兼 帯憎  新興感染症の横t方法は、迅速に確立  ス／くイクタン／くクfの791から805書目の  診断のための検査億としてはPCRによる  0    0  0  0  0    0  0   

ARSく■症急性呼吸  感染症研  する必事がある．合成ペプチドを用いた  ペプチド（ST引）は感染急性期から幕率  遺伝子増帽、抗原淵定のための抗体に   
器症候群）診断の迅速     究  同時多機体処理によるエピトープ決定法  よる測定法、など一般的であるが、一養  
化  はこの目的に合致することが分かった。  一塩ある。本研究で行った蘭集注は、合  

また、SARS由来目しA結合性ペプチドの  成ペプチドを用いた多検体同時測定法  
なかで非感染看も含めて広く抗体が存  により、特に新興感染症の検査には迅  
在し、且つ細胞≠書活性を書する丁細胞  逮に対応可能な点で事用であると考えら  
（CT」）を誘導できるペプチドを同定した。  れる。   
SARS感染書の一部で、1暮な自己免疫  
性蘭炎に移行する患者がいることが知ら  
れているが、その機序の一つにこれらの  
抗体やCT」の餌場が考えられた。   

SARS、バイオテロ、  本研究で解析、絆惜した救恩■押送に  0  0  0  0  0  0  0    0   

インフルエンザ対策と  感染症研  Ⅶする症候群サーベイランスが平成用  
してのリアルタイム・ア  年度★京都暮事施策5r郡民生活の安  
ウトブレーク・サーベイ  全・安心を確保」として採択された  
ランス・システム構築  
のための暮礎的研究   
ヒト型抗SARS中和抗  16  18  新興・再興  二 ＝・二、＝  SARSウイルスのせ染防御、感染譲の  暮症急性呼吸器症候群（SARS）は、そ  本計画に止樟含まれるものではないが、  本椚偏‖＝眞櫻含まれるものではないが、  ヱ007年4月に日織新聞よりSARS中和抗  山  0  0  0  山  D  0  0  0   

件の開発研究  感染症研  SARS発症予防、さらにSARS発症後の  の致命率の書さ（約10％）、   切替専はベトナムでのSARS流行時に濃  切替専はベトナムでのSARS流行時に凛  体開発の取材を受ける予定。  

究  暮痘化予防と冶♯を目指した．ヒトウシ  8岬8r印「モ且dorの存在などから、人間活  越し、ハノイ市を中IbにSARS封じ込めの  越し、ハノイ市を中心にSARS封じ込めの  
を用いたSARSウイルス中和ヒト聖抗体  動の電際化と相まって．一地方ホとして  ための円伊天蠍を行った。この縄♯を元  ための四際丁獣を行った．また中田にて  
の開発研究において、抗原ペプチドの僕  
柑遥定、抗膚ペプチドのデザイン、姐換  
え蛋白ーの明蔓．抗体中和活性世職の  
確立、マウスでのヒト中和抗体の作製成  
功、野生型ウシでの千僧的賦厳による  
中和抗体の成功、および作製中四での  
サル慣染実♯開始、の各研究項目での  
大きな逢■があった．   確立は匹静的な息務であった。   
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SARSの感染・発症・  16  18  新興・再興  篭月 健彦  ベトナムとの共同研究により、特に血管  SARS回復者のカルテ、アンケート用紙  本研究の目的には含まれていない。  凰静共同研究により、臨床テ一夕を共有  田野共同研究により、臨床データを共有  0  4  3  0  8  5  0  0  0   
1症化の分子1■構  感染症研  内皮傷讐にⅦ遍の潔いアンジオテンシン  から集計された惰¶から、1看れ成、症  する壬盤を構築した。トリインフルエンザ  する暮暮性を内外にアピールした。トリイ  

究  変換酵素（ACE）遺伝子のin廿On18のD  状、所見、治療に関するデータを再抽出  でも、この成功は、当センターの研究細  ンフルエンザでも、この成功は、当セン  
アリルがSARSの暮痘化にW■して、  し、中書年の女性匿ホ従事書で、上気  ■によって、活かされている。新型インフ  ターの研究場韓によって、活かされてい  
mRNAの発現を書書に先遣させること、  遭症状を伴わない、リンパ球数の低下の  ルエンザ肺炎においても、S∧RS肺炎暮  る。新型インフルエンザ肺炎においても、  
また抗ウイルス作用を発揮し、MxAの制  所見を確認した。新型インフルエンザ蘭  癌化と同様な機構が■になる可能性が  SARS肺炎暮癌化と同様な機構がセにな  
御領1のGアリルがt癒鷹と開遺し、ヒト  あり、今回得られた如上は、′くンデミック  
気t支上皮細胞由来のmRNA暮を低下 させていことい 時、ワクチン開発がWに合わない井一波  

るを見だした。また、  の治＃対策に雷用なシーズを与えた   
SARS上菅にDR81■120之がホ寧にょら  
れることを見いだした。   に書用である。  

ウイルスベクターを応  なし   なし   gl  19  3  94  45    0  0   

用したワクチン開発迅  び麻疹ウイルスにおいて遺伝子発現ベ  
遽化のための暮盤的  究   クターの改良を行った。テングウイルス、  
技術開発の研究   サイトメガロウイルス、捜そうウイルスの  

感染動物モデルを確立した。ウイルス感  
染あるいはdsRNAに対する細胞の初期  
応答を解析した。今後、感染症の診断や  
絆価、ワクチンの騨価に役立つと考え  
る。狂犬膚ウイルスに対する中和抗体価  
を書するヒト型1■G抗体遺伝子の構築を  
行った。サ後、抗体製剤としての利用を  
目指す。   

薬剤耐性H】∨の発生  5  36  3  0  88  23  2  0  0   

動向把檀のための捜  研究   向畢■会にt告された症例数の30％の  
董方法・調査体制確立  捕捉に成功したが、過去にこの規模で行  
に関する研究   われた間雷lの椚董は欄い。我々の明董  

により、わが屯における薬剤耐性HIVの  
広がりがはじめて明らかにした。この惰  
鴨はわが偶の川∨／A】DSの感染予断対  
策を書える上で貴書である。   が、このような技術の実用化は重遇治欄  

の実矧＝必事である。  

新作用機序の杭州∨  0  8  0  0  12  13    0  0   

－1ホ刑の間矧こ湘  研究   白がサイトカインシグナルを攫乱する●  
する研究   を示した。特に、N●fと宿主思子Hokとの  

会合によりM－CSFシグナル伝達を陣書  
すること、Nofの存在下ではM－CSF受容  
体がゴルジ附＝集積して成熟しないこと  
は」腋蘭惟眉子Nofの分子暮盤を解明す  
る上で▲暮であり、HlV－1の潜伏帯染  
の牡序を≠明する点でも書力な辛がか  
りである。   

HⅣの増殖・変1の¶  なし   なし   14  t61  12  Z  201  69  6  0  0   

御に関する研究   研究   細胞日子を棟数特定し、その生理的鷺  
■を明らかにした（GominZ、impo血∩α、  
Synt■Xm、ATPなど）。計算機を用いた董  
白★立体構遭解析を進め、ゲノムた1  
に伴うウイルスの性丁変化を迅速に予  
瀾できることを示した。プロテアーゼの緒  
▲構遭解析に成功した。これらの研究成  
果をもとに、抗HIV活性を示す低分子化  
合物を複数得た。また、暮轟積のHlV感  
染モデルの構築につながる1暮な発見  
をした．   

先進相可におけるエイ  16  18  エイズ対策  ∴   ■一－  GrO8S一＄●G血nalstudyの精巣も書め先  臨床l＝眞緒した研究ではないが、初鯵に  併欄の性干上、ガイドランの開発に止攫  せ界の先進樽四のサーベイランスシステ  エイズ予防財団書を通じて研究所、新聞  3  4  15  ■  9  24  0  ■  山   

ズ発生動向、椚董体  研究  逢陣聾のHⅣ／AIDS発生れ向、鯛重体  おいて指標痍欄を肴しせ染書との診断  結び付くものはないが、今後の施行細則  ム、特に傭人織別格鐸に関する★料を  社からの問い合わせに応じ、★料を提供   
制、対策の分析に間  臥対策を分析し、わが四への応用適応  を受けることがなくt初からAIDS愚書と  などに暮雪となる内容を含んでいる。  作成し、法改正に係わる基礎的データを  した。世界のⅢ∨／AIDSの現況に関わ   

する研究  が可能な幾つかの人体的改書礪自を欄  檀出した。   る井間が多く、先進曳の中でわが四が  
精し、わが四で得られ思度攣柏欄の隈  tかれている状況の分析も求められ、稚  
界と改■すべき点についても各札開から  告暮内容の一群を提供した。   
のr間1二応じ．雄Tを行った。先進瓜  
のサーベイランスシステム讐の相互比  
較を行った研究は少なく、本研究の成果  
は先進匹を対象としてその各穫予防対  
策の相互柵完の★料としての活用が期  
押される。   
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HlV感染症の医療体  18  18  エイズ対策  岡 ¶－  各フロック拠点椚陳において、各地ザ柚  各分擢研究暑が、医■の均てん化を  1．包括ケア機肘グルーフでは、カウン  医膚の均てん化に闇するゴールはなく罵  各フロック拠点病院において、各地ヰ独  u  41  円  0  90  14  0  0  61   
制の豊川に関する研  研究  白の研靡会、講廣会棟を全国で計61回  キーワードに活動を行い、それなりの六  セリングに蘭するHP（タイトルニHlV感染  に進歩している。したがって、この研究活  自の研鯵会、講漬会などを全凰で計61   
究  実施した。この中のいくつかは、多t稚  麒を行ったと自己絆価している。年岬＝こ  症とカウンセリング、   勤の達成度に関する騨価をどこにおくか  回実施した∴日時、場所に関しては報告  

蓼加聖研捧会では症例を多角駅に檎肘  61回もの川∨医療に関する研儀・講漬  htuノ′′www九vandGOun80】i叩．GOm）を作  こついては非常に難しい点が残されて  ●●冊．  
することにより．チーム医療の向上が図  会を開催できたことは、特記すべきことと  成し、2006年11月30日より公開した。2  いる。今後もかつ内宰に関しては、行政  
られた。また、ACCとブロック拠点痛快の  
1携で、各地域に指定されるとせ定され  
る中核拠点ホ隣（各ブロック1カ所）で、  に聞するガイドライン」を作成3．H】∨薬剤  

「匿錐体制作築のための1積金犠一均  耐性検査ガイドラインを作成4．血友■  
てん化を目指して」という遺構会柵を行っ  患看に対する特殊状況下における血液  
た。   製剤の使い方事例集作成   

8型及びC型肝炎ウイ  16  18  肝炎等克  ・：H■㍑ ＝＝  新規のB型肝炎ウイルス鯵断法を確立し  日型肝炎ウイルス暖染機の慢■性化暮国  3カ年にわたる研究班での成果から、ガ  本フロジェクトの成井を遵守してB・C聖  アラフ・エジフト共和孤の進行したC型肝  8  114  38  ■  500  150  山  0  30   
ルスの新たな感染予  服緊急対  た。本法により、潜在性8型肝炎の簡便  を解析し、①免疫抑制利便用、②遺伝子  イドライン事の開発はない。今回の研究  肝炎ウイルス感染ホ態を解明することに  炎上讐烏おいて、低濃度HB6抗慣陽性   
防法の確立のための  策研究  な鯵l斤建となることを明らかにした。HCV  製A、FおよぴH、③AJTⅧが1000ル／」  こより臨床的にもー書事な成よが柑ら  より、次に起こる肝ホ粘を予測できるの  率は、92ヽとt■的に高≠であった。C型   
感染ホ聴解明に闇す  RNA持続鴇性に関わる遺伝子のSNPに  未欄の症例であることを明らかにした。  れたので、今快方イドライン事の開発の  で、四民に提供する医膚のrの向上に  肝炎の遺廣にB型肝炎が関与していると   
る研究  ついて解析した。10i量伝子の多型性が、  また8型慣性肝炎では、（》ラミフジン治  きっかけとしたい。   Ⅱ緒する。C型肝炎ウイルス慢性化に闇  考えられるが、そのホ匝の解明と、開発  

HCV感染防御に闘わっていると推測され  薇における早期反応群は非早期反応群  わる練絹主1伝子の間正により、C型肝炎  途上■への臣従面での支捜が必雷であ  
た。また、C型肝炎ウイルス（1b）に書莞  こ比し、HBVDNAlが■意に低鳳で、  ウイルス腰染防止・治膚のための劃藁  ると考えられる。鴎陽性への輪文集喪、  
がん株が存在することを世界に先駆け  AST／AJT†止は有意に書Ⅷであり、②ラミ  開発の第一歩となる。また本プロジェクト  厚内外の攣食での発表、市民公開講座  
報告した。その成果について、論文集衰  プジン中止してもHBcr抗原の上昇がな  の成果より、8型・C型肝炎に対し料筆的  専により、研究成果を情報攫供する。ま  
がなされた。本プロジェクトは、b型及び  い症例はラミフジン中止が可能であるこ  根拠に暮づいたより適切な冶加法の遭  た、企業専との連携により、低濃度HE！s  
C型肝炎ウイルスの断たな感染病態解  とを明らかにした。C型肝炎患者の耐★  択がなされ、四民の健膚・医療・橿祉の  抗原測定法の書及、C型肝炎ウイルス  
明に直結し、書い芋粥的騨価を得られ  向上に零与することが期待される。  の感染防止・治療への劃ホに努めたい，   
た。   

B型及びC聖肝炎ウイ  餅当事礪なし。   該当事項なし。   0  48    0  0  D  0  0  0   

ルス感染者における  服緊急対  HCVコアt白による脂暮代彿陣書の分  
新たな繋がん予断法  策研究   子機楕を明らかにし、脂暮代開と肝がん  
の確立のための肝が  先生の間違を示した。肝がんで発現する  
ん発生専のホ態解明  遺伝子の特徴を明らかにし、がん標的  
に間する研究   治♯の傾和としてガンキリンの可能性を  

示した。C型肝炎・肝がんにおけるNK細  
他の機能貞欄のメカニズムをNKレセプ  
ターとそのリガンドの観点から解明した。  
肝がんに対する特■的免疫応答の存在  
を明らかにした。   あることを痩掌的に示した．   

B聖及びC型肝炎の疫  18  18  肝炎零克  吉ぎ■ 清『  ヒト細胞置換キメラマウスを用いて、  小冊子「血液透析施設におけるC型肝炎  受血書の全数闘董については、血層対  18  4†  7  0  0  ○  0  0  0   

事及び検診を含む肝  服緊急対  HBV．HCVのリバースジェネティクスの系  懸巣防止のために」の発行   策課作成「血液製刑事に係る遡及調査  
炎対策にⅦする研究  策研究  を稚立した。  ガイドライン、0＆A」に縄載   

ルスの感染看に対す  服緊急対  B型及びC型肝炎ウイ  18  18  肝炎零克  熊田†●光  平成16年鷹から肝炎治療のガイドライン  B聖、C数慣性肝炎の治■のガイドライ  東京椚ウイル入肝炎対欄事社有金■兼  ★京耶ウイルス肝炎対策丁稚書食■丈  熊田博光：厚生労働科学研究t肝炎零  6  53  8  0  30  2  0  2  4丁  
る治簾の標準化に開  策研究  された治♯法を一律に施行でき、患者も  のt及活¶によって、全鴎的に医療楕  5月30日・平成19年2月2日   リーニングとしての肝炎ウイルス捜暮の  2008年3月tl臼8肝炎治療の環状と将来   

する臨床的研究  平専に効率的治■を受けられ、施設間  暮のない治膚を行なうことが可能とな  方向性について・適切な治療の推進に  のよi・治療の樽埠化熊田博光＝JMタブ  

檜蓋や地犠檎董がt正され 手た合理  る。ガイドラインに暮づいた治療が行な  ついて・愚書支援の方向性について・書  ロイドZO08／12／22WiLL2006／9／1日桂  

化された治ヰ体系により、IFN製剤の過  われることによって全四的に慢性肝炎患  及啓発の1点化についての鷺九暮を捷  CME2008／6I8日新聞2006／5／7日匿  

劉授与を回避でき、筐轍tの鞋鷹・節減  出した。平成18年5月19日   ニュースZOO8／2／5日本医師会維随広告  

につながり得た。さらに、節目検診によっ  ヱ006／9日本医師会繊随日蛙  

て新規感染者の拾い上により全四の書  CME2006／2   

「1ホ院を受診した隋の治櫻法の指針と  
した。肝凛乎会ホームページ・ガイドライ  
ンの配布により全四の肝炎治療の礎と  
なった。   

2  

及びC型肝炎防止体  服緊急対  て縄戴予定。   

例の確立に関する研  策研究  就き、本年初めにはじめて「診療ガイドラ  院内感染対策ガイドフィンを1傭しなけ  

究  インの作成法」なるものが世に出てき  ればならす、タイムリーに歯科医株価域  

た。同じ時期に曹科領域で初めてこれに  に適応することができた。   

匹敵するものが天成できたことは、きわ  
めて竿析的にも鷺暮があると考える。   
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C型肝炎への肝移檀  16  18  肝炎専克  門田l守人  本附こおける主事肝移穐施設1引粗放  パイロット・スタディ及び分増應朋の研究  ステロイド発会非投与の免疫抑制法と肝  0  0  q  0  5〇  19  0  0  0   

後の免疫抑制法に闇  服緊急対  による、多施設共闘プロスペクティプ研  においてステロイド完全非投与の免疫抑  移ヰ後予防的抗ウイルス♯法を組み合   
する研究  策研究  究を行なった。このような研究は本邦初  

であり非★に書義潔い。中Ⅶ解析では、  
47例の量鋒（ステロイド発会フリー群20  
例、ステロイド投与群27例）が行われ、■  
書生存寧は両群において書手蓋を埋め  
す、悠染昆、▼機能陣曹、芯血圧などの  
書書事徽の頻度は、ステロイド先金フ  
リー群で低い傾向がみられた。手た、肝  
機能1≠晴、および術後12ケ月で行なう  
肝生検における、染色法■診断法を決定  
した。   租艶予防的投与による、C型肝炎再発押  

制動景を明らかにする。   

生体肝移椎後のC型  16  18  肝炎零克  ‥＝ ・・  HCV朋■肝硬変および肝癌愚書に対す  不研究は夢魔牧共間の■作1化比較  本経世でのこれまでのC型肝硬変痘憫  本邦の肝疾患で輝贋の書いC型肝硬賢  日本外科学食総会、日本移Ⅶ竿会総  10  40  2  5  49  18  ¢  0  0   
肝灸再集予防を目指  腺緊急対  る生体肝移≠後のC型肝炎再発頻度お  世職において、生体肝移積におけるC型  の移穐成はの解析を行ったところ、移檎  鳥肴に対する治■法として生休肝移檀  会、日本肝移橿研究会などの竿稀儀嶺   
したステロイド刑不便  策研究  よび繊維化速度を解明することにより肝  肝炎再発頻度および繊維化速度を♯析  後肝炎再発が茶事であることが明らかと  が多く行われつつあるが、その1大の合  こおいて、肝移≠後のC聖肝炎の再発   
用による免疫抑制簾  炎■尭の実態を明らかにする．ステロイ  するとともに、再集予防を目指してステロ  なり．その事鶉予防の方策の確立が急  併虚である移≠後のC型肝炎再発lこ対  がテーマとなるシンポジウムやワーク   
法に関する研究  ド判を全く用いない新しい免疫抑制療法  イド刑を全く用いない新しい免疫抑制薇  稀であると考えた．そこで、免疫抑制療  する診断・患者t囁体系の≠集に役立  ショップにおいて本研究内容について集  

など書効な再発予防法の開発により本  法の有効性を檎肘する。この研究によ  法に関する今回の臨床賦♯に雷想し、  ち、これら患者の生命予後改■に繋がる  衰、肘輸した。  
疾患愚書の生命予後改書に大きく■麟  
するものと期待される。   変点書に対する生体肝移櫨治櫻につい  

て、移櫓後の肝炎再発の菓やが明らか  
となり移檀術後t理体系の構築に役立  
つだけでなく、再発予防につながる免疫  
抑制膚眉の開発によってこれら息曹の  
生命予後改暮に大きく丁離するものと期  
博される。   

所期別にみた肝がん  用  柑  肝炎等克  ・・：；  再発をはり返し、その際の青書肝の1症  肝爛変の進tに応じた肝禦がんヰの予  ホ州別にみた肝がん治覆の■用劾t分  ホ齢書社会において包括的医療が導入  2006年魔のアメリカ肝■輝学会ならびに  2  18  2  2  8  5  0  山  ロ   
治療法の♯用効失お    服緊急対  廣により治療遭択が井なる肝細胞がん  測により、ホ危険グループの同定が可能  析のためのプレリミナリーモデルとしての  されつつある今日、■書の生愴予機の  2（）05年、ヱ0伽年鷹の米田ModiGさl   
よぴqo」のtl点から  策研究  の十用効t分析は自然権退から想定さ  こなり、先進樽皿のなかでもわが匹の早  Maル○∨モデルが作成された段撫である  みならずt用勒tならびにQOしからみた  Dt由ionSGi●nGO学会においては黄泉を   
みた書物性に間する  れる通≠のホ職モデルでは解析が困難  期肝がんの発よヰは群をぬいて高い。  ため、今後この★用効果分析の書用性  治■効果の横田は積めて1書な饅鶴で  行い四静的騨価も受けた。   
研究  である。このため本研究では肝陣場がん  したがって比較的大きな肝がんを治■対  が陣隠されればガイドライン専に盛り込  あるが、本研餞はこの牒欄に■麒しうる  

の初発から死亡に至る経過を治★■移  ものである。   
モデルとして作成し‡用効兼分析を行っ  
たが、このような研究はこれまでに存在  
しない。   る。こうした肝がん治療に対する持株な  

背★を宥するわが印において体系的肝  
がん治■法を確立するためにはt用勅  
集解析も暮羊な側℡であるが、本研究  
はこの点において大きな兼職を成しえ  
る．   

予後改書を目指した  18  18  肝炎零克  リ■睦 ＝＝  SNP■の遺伝子解析機先を■亀下に  l00q名を観えるラジオ激憤灼震法  ■し   平成11年5月9日 陣生労馳雀【c型肝炎  平成11年8月29日 靭8新聞 耶刊  0  3a  2  2  8  ○  8  0  8   
肝縫がん揮発に影書  服緊急対  暮Tな臨床データベースと緒合すること  （RFA）施行肝癌t看の予後を解析し、そ  対策事に蘭する書門菜欄爛」にて肝片  ●一肝がん 血小板数に注目を■l平成柑年4   
を与える因子に閲する     策研究  により、肝発癌ないし肝は維化遭行と闇  がん対策について発表   月11日朝日新聞朝刊－‘肝機能「正  
研究  遺するSNPとしてホ刑代剛酵素∪〔汀1A7  ♯Jでも義治療”他   

やサイトカイン1L－1bobなどを檎出し  
た。さらに、炎症や細胞増札讐に開遺す  
る1¶遺伝子393SNPについて、肝発癌と  
のW遽を綱ヰ的に解析し、あらたに  
GFRAl、CRHRヱ、SCY引4のSNPを同定  
した。   板などのγ★肝田子を認めた。C型肝癌  

治療後のインターフェロン覆注が生命予  
後を改暮することを示した。  

陽簡リウマチの早期惨  16  18  免疫アレル  江口 陽■  RAの疾■畷受性1伝子を解析した。  日本でt切に【早期Ⅶ¶炎クリニック」  【RAの早期鯵■i基準」を作成した。り  訊CCP抗体はRAの早期診断やⅦ市電  事1郎引軋幣リウマチシンポジウムを  81  148  0  0  51  19丁  8  u  u   
新法の確立及び臨床    ギー疾鳥  免疫系遺伝子多型とRAの工症鷹との膿  を剛世した。抗CCP抗体やMR】画像所1  仇CCP抗体あるいは1小小一RF、2）MRI圃  ■進行の予測l＝■用であることを明らか  2006年4月之3日728日、よ叫市で開催し   

経過の予測に関する  予防・治療  遵を明らかにした。RAの疾患遺伝子とし  がRAの■期診断や闇節職場の予測に  像による対称性手・押汁陽炎、3）MRI圃  にした。私たちのこれらの緒井は、抗  た。5つのシンポジウムの中に、   

研究  研究  てりDR3遺伝子変人、2）アンキーォホーェテン1  需用であることを明らかにした。血清攣  像によるサ疇浮腫あるいは書濠蝕憺、こ  OCP抗体の製遺承旺や保険収載の許可  Rh8UmatOjdalthritio：Oa巾di叩nOSi8耶1d  
遺伝子ま■、3）DbげPけンコゾーン遺伝子  的所見やMRl原像所見から「RAの早期  の3礪日中2境目以上陽性書をUAから  の静のエビデンスとして活用された。  pr●dictonofjointdo＄t川C仙∩というシン  
変1を先出した。これらの疾患遺伝子の  診断暮場」と「RAの早期治膚開始暮準J  RAl＝移行する癒例と診断した。rRAの早  依って平成19年4月1日より抗GCP抗体  ポジウムを設けた。私どもを含め6人の  
機能をmRNA・1自集覆、量白機能、変  をせ界に先tけて作成した。これらの暮  職治■開始■斗Jを作成した。り抗CCP  は保険収載され、全国広く用いられもよ  世界的研究者に免震していただき、早期  
■のホ態への薔与について明らかにし  準は懸鷹や特t鷹において仕れた暮坤  抗体あるいはⅠ■M一尺F、2）MRI画肌こよ  うになった．   診断と関節破ヰ進行の予測の書暮につ  
た。新規油糧稟G－F08／AP－1阻書ホが  いて肘鵬した。   
マウス2型コテーケ●ン誘発開オ炎初期の炎症  

を暮明に抑制した。本1剛ま臨床的にも劃  関節破壊が出現あるいは進行する症例  
作用が少なく、RAの文解・治癒導入藁と  であり、抗リウマチ藁で積極的に治膚を  
して期待される。   開始することが経典される，  

70   



リウマチ・アレルギー  18  18  免便アレル  竹内 勤  抗リウマチ薬、MTXの■効性、机作用と  抗リウマチ藁や豊嶋筆的製刑を効率よ  1）0惰cialJap即10SO富山d●“n00ねrtho  本邦で始めて承圧された生物学的製  財団法人日本予防匿筆協会主催リウ  †3Z  柑3  65  6  ヰ29  53  0  0  0   
疾患の治療反応性予    ギー疾患  蘭■する遺伝子多型、SASPの劃作用と  く、必霊な症例に投与するテーラーメイド  ui00finfl血m8bforRh15UmatOid  刑、インフリキシマフおよぴエタネルセプ  マテ・アレルギーシンポジウムP一代2   
諏因子の確立及び  予防・治ホ  闇1する遺伝子多聖を明らかにした。キ  医療を≠築する必事性が叫ばれてい  A丘h山元．ModRhoum15：4－8．2005．2）  トの使用ガイドラインを作成し、その導入  Toky02007．2．10パネルディスカッション   
テーラーメイド治ホ法  メラ型モノクローナル抗体インフリキシマ  る。本研究によって稟刑の■勅使∵安全  Guidt11inlISfqrthopr叩Oru8¢Pf  こあたっての適応や賽全性に蘭し、広く  テーマ「リウマチ治環で知っておくべきこ   
の確立に間する研究  研究  ブの治療反応性は、臨床／くラメークーか  性と闇逢する臨床パラメータやそれを予  otさ∩即GOPtinJ8Pan．ModRh8Um18：85  リウマチ雷に周知させる事が出来た。そ  と」ホ漬「生物竿的製剤の効き目とlリ作  

ら予測不可能であった。そこでinvi廿○  潤するたぬ熟度攣的捜査、遺伝子発現  －91．2006共に、宮坂慣之、竹内 勤、江  れによって安全性に関して大きな間叫点  用」計本経済新聞2007．甘20綿≠  
TNF産生システムの検討、網羅的遺伝  もなく、当初懸念された輪穣の■燃も予  
子発現解析が進められ、班で開発した  想範囲内に平手った事も含め∴大きな成  
他者鷹カスタムマイクロアレイならびに  臭が樗られたと考える。   
ホ密度マイクロアレイの2つの方法で、  
診断正確度80％で投与椚にインブリキ  
シマフの有効性を予測することを示し  
た。   別化が可能となる暮が期待される。   

瘍反応性予測因子の    ギー疾患  アレルギー疾患の治  16  18  免疫アレル  近儀 Ⅱ実  アレルギーの椚因・椚噸解析をもとにし  画期的成果が欄つも得られたので、矧こ  画期的成果が難つも得られたので、矧‾  近い将来、適格な診断・治オ法の確立に  NjkkoiM8dica1450（5）．49－50 小児ア  8  31  1ヰ  20  ヰ7  10  4  0  0         て、さらに遺伝子相互間作用と遺伝子・  既存の藁刑（抗アレルギー系、吸入ステ  既存の薬剤（抗アレルギー系、吸入ステ  より蚤攫効果が上■し、恩讐の治癒鞋  レルギー治糠の現況と未来を考える 靖  確立及びテ 
ーラーメイ    予防・治療  環境相互作用の檎肘も含めて新たにア  ロイド系など）の適格な使用方法（中止時  ロイド系など）の適格な使用方法（中止靖  快率の向上、QOLの向上、医療井の節  別所よ－1小児覿t支叫息のテーラー   

ド治績法の確立に蘭  L■・－  レルギー（アトピー）の遺伝子学的分鋼  期決定田子の解明苫含む用†明らかにさ  期決定因子の解明を含む）が明らかにさ  誠にもとづいて社食間欄の解決が回れ  メイド治療をめざして（平成†7年5月10   
する研究  が確立され、さらに個々の1≠部位を系  れてきたので、そのホ因・椚隠lこ合致し  れてきたので、そのホ由・爛態に合致し  る。   日）、NHK サイエンスZERO（平成18年2  

統的に診断あるいは予淵できる遺伝子  たテーラーメイド治積管理法の暮礎が確  たテーラーメイド治療t理法の暮礎が確  月】3日）およぴNHKクローズアップ現代  
診断キットが確立できた。その成果をも  （平成柑年3月8日）で紹介された。   
とにテーラーメイド医療のⅦ寛が進めら  
れた。   手引き」が作成された。   手引き」が作成された。  

開凱ノウマチ治膚にお  16  18  免疫アレル  宮坂 博之  本研究により会田のリウマチ■円施設  生物掌的製利便用関節リウマチ恩讐に  インフリキシマフとエタネルセフトの任用  本研究により、闇節リウマチ患者におい  今回作成した関野リウマチ愚書痩宇  23  50  120  19  102  41  0  0  0  
ナる新規生物攣的製  ギー疾息  から広く生物亨的製剤使用及び非使用  おいてニューモシスチス肺炎というわが  ガイドラインを統合した生物学的製剤便  て結核及び腰性リンパ腫の合併率が雷  データベース（REAL）を応用することによ   
刑の治療万一十の作成    予防・治正  関節リウマチ患者をオンライン壬蛛する  匹特有の書書雷■がみられることに注  用ガイドラインを作成した。手た、生物掌  雷に古いことが明らかとなった。一方、生  り、日本リウマチ攣食によるr㈱節リウマ   
及びその榛旺にWす  研究  初めての疫学データベース（RE人L）を作  目し、詳細な症例解析を行うことによって  的製剤使用日削＝息有に発熱、咳、呼暇  物事的製剤の使用によって緒様痘の息  チ愚書における生物学的製剤任用によ   
る研究  成した。さらに、本研究を通じてわが国  リスクフ丁クターと／＼ザード比を書出し  困難などがみられた障の診断のフロー  増が懸念されたが、生物学的製剤使用  る憲性リンパ腫発生の書書に闇する鼻  

関節リウマチ愚書における生物掌的製  た。本研究を通じてニューモシスチス肺  チャートを作成し、t別診断が管鼻に行  ガイドラインの暮及によって、増加しかけ  期安全性椚董j（SECURE研究）の闇始  
刑の■効性、安全性を明らかにすること  炎の一次及び二次予防が可能となりつ  うことができるように配慮をした。なお、  た結核痘の合併寧を著明に減少させる  が可能となった。  
ができ、その道正使用が可能となった。  つある。   本ガイドライン及びフローチャートは日本  

リウマチ掌会でホ世をされた後、鴎床現  
壌にモ布をされている。   

関節リウマチ上贋人エ  】6  18  免疫アレル   こ；＝≡≡  朋節リウマチ（RA）に強く■された上辰朋  RAにより■された上層溝田断り■肘、羊  ■体的なガイドラインの作製には至って  下肢は身体の位置移動という職能が主  人工闇市の1事な晩期合併症の一つと  10  35  7  0  53  5  6  0  0   
蘭節間！引こ関する研  ギー疾患  訊こ対する人工関節の開発研究を行つ  間断）に対する人工闇市の開発を行っ  いないが、従来の竿会でのRA治療のガ  なものであるのに対して上肢は月的物に  して術後の人工聞節のゆるみがある。ゆ   
究  予防・治療  た。上肢醐節はRAによりよ期間にわた  た。下肢関節に対する人工岬蘭書燥術  イドラインでは人エ¶関節t換術およぴ  手指を届か廿るというリーチ機能と．手  るみの主たる原田はす・セメント界加お  

研究  リ．かつ纂頻度に■されているにもかか  ま確立した手技の一つである。それに対  人工肘間断t換術においては「症例を  指の把持機能と巧緻1動機能を著して  よぴセメントインプラント界面での摩耗  
わらす、下肢朋節に対する人工関節t  して上陸蘭訊こ対する人工帥オの中量  遭べば良好な緒tも期待できる手術」の  いる。従って上肢開オが■されると、洗  こより発生したデブリスにより発生すると       べ 
換術に比て、上肢関節に対する人エ  期成績は必ずしも清足すべき成綿では  カテゴリーに入っており、人工手間簡t  面、洗緬、洗t、トイレツティングなどの  考えられている。本研究では上肢人工関  
Ⅶ節の多くは、未開拓の分野である。¶  ない。今回、開発された人工叶Ⅶ節lこつ  娩椚は「現時点では安定した成績が期  人間としての書厳織持にかかわる機能  節の開発研究とともに人工蘭節のゆる  
関節、肘Wホ、手職節に対する全く新し  いては■甲t関節欄上方にフードを雷  待できない手術」のカテゴリーに入れら  が陣書され、QO」、ADLt■熊が馨しく陣  みを防止すべくステム嚢面に♯≠エ学  
いコンセプトに暮づく人エⅦ節が開発さ  するデザインとしたこと、人工肘闇節に  れている．今後、本研究烏て開発した上  書される。本研究により日本人にフィット  的手法により生物活性物ーなどをコー  
れ、既に人工手蘭断については製逢隈  ついては枝葉の機檀と比べてより嘲饅  肢御節1こ対する人工関亦が多推餃にお  した上肢人工間断が開発されたならば  ティングしてセメントあるいは甘との界面  
可、薬事申情を厚生労働省に行ったとこ  こフィットしたデザインとしたこと、人工手  いて臨床応用（治♯）されて、ガイドライ  上肢機能が事明に改善し、qOしADしが  での生物学的総合を図る目的での暮礎  
ろである。今回開発された上肢闇節に対  闇訊こついては本邦初の本格的なデザ  ンの上方♯正という改打がなきれること  向上し、介護の割合の低下が期待する  的研究を行い、聞1技術ではあるが特  
する人工関節1こついて他の研究看によ  ことができる。   脾を出欄、取得している。   
る追鰐が期待される。   薬事申Ⅲの手枕きがとられている。   

上気遭及び下気1ア  16  Ⅶ  免疫アレル  岩本こ 逸夫  気t支叫息の気遭過敵性のホ態と発症  気t支囁一■の気遭遇せ性の予断、早期  叫．■ガイドライン2006では気道炎症の騨  本研究の成果から、気t支叫息の気遭  本研究班の成果を深手え、平成18年12  3  39  84  ロ  102  28  0  0  3   
レルギーの臓器遺敵  ギー疾患  機れを明らかにした。1）気t支喘息の  診断法、及び早期治♯介入について檎  価に呼気NO濃度の上昇が追加された。  遺敵性の早期鯵断法の開発、早期治療  月にSy汀岬○引umofA6thm8inTokYOを、   

性における庸ポ特■  予防■治療  気オ過せ性の発症にTh2型気遭炎症が  肘した。り荒遭過せ性の早期診断に  本研究では、責遭遇せ性の早期診断  介入、及び過せ任所應を是正する新た  rアレルギー性気遭炎症UJ）tOD8t亡」を   

的免疫碁盤の解明と  研究  琶捧に闇与していることを明らかにした．  よ、呼気NO濃度と呼気凝格液中  ＝、呼気NO濃度の測定が棲めて有用で  な治糠漬のi示が可能となり暮癌化を  テーマに開催した。さらに匿攣のあゆみ   
早期治績法の開発  2）気t支叫息の気道過敏性における上  」TCヰ／D4／E4檀の測定が棲めて雷用で  あることを示した。さらにアスピリン疇息  抑制できる。それにより気t支嶋息愚書  怯（平成用年3月初日号）で、「アレル  

気道アレルギーの役割lこついて、■書  ある。さらに叫息の早期診断には、末榊  の■暮好酸球性馴■腔炎の治療は、尿  の00L、社会生活の正≠化、医■tlり  ギ一研究のt先叫」をテーマとして発表  
好畿球性lリ▲駿炎によるCys－しTs過剰  気道の過せ性を騨価することが1書で  申しTE4の減少、喘息症状と気遭遇敵性  減が†十られ、社会への兼職及び血民の  した。  
鹿生が下気遭遇散性の獲得に深く関与  
していることを明らかにした。3）アレル  
ギー性気遭炎症の新たな制御機椚、とく  
にSt■t5■．T－bot、ルー2引こよる気道炎  
症の1痘化機構を明らかにした。これら  
の研究成集は四内外で■越したもので  
あった。   遭の自動計淵法を開発した。   
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小児アレルギー性■  18  18  免疫アレル  岡本：♯寧  小児アレルギー性■炎の成人への移行  小児アレルギー性■炎の■加の菓℡を  ／ト児アレルギー性■炎の増加が手l掃さ  2006年に厚生労働書象喪のアレルギー  小児のアレルギー1ミ■炎の疇加．自然  u  山  38  5  一之  7  0  口  4   
炎の成人への移行を  ギー疾患  Ⅷ止の取り組みの1暮性を痩芋川董と  明らかにし、その多くが改書のないまま  れているが、近年の痩筆問暮は少なく、  疾患対策指鮒こおいてアレルギー性1  改讐が少ないこと、■機構出の影書、舌   
阻止するための治療  予防・治療  平均20年に及ぶよ期経過の檎肘から明  成人に移行しており、暮に対症書法によ  書期の織過や、小児期に鴨島頻度のホ  炎に対する舌下免疫療法の推進が述べ  下免疫膚層、プロ／くイオテイクスの研究   
法の確立に関する研  研究  らかにしその対応に向けてTh2細胞のメ  る治■ではなく成人への移行の阻止を  い上気壇感染や小児期に活矧こ増稚す  られている。ヰ固の班研究で多くが成人  についてNHK、明日新聞はじめ多くのマ   
究  モリー線持繍能の解明．自然縫過を改書  まかることの工事性を明らかにした。ま  る■挑の影響は不明である。現行の▲  こ移行してしまう小児アレルギー性■炎  スコミで取り上げられた。また、研究成業  

し得る免疫♯法の作用機序の檎肘を  た、アレルギー性■炎が小児嶋息に先  アレルギー診療ガイドラインでの小児ア  こ対して坑爪特九的免疫＊法が書い肴  は、アレルギー性■炎の棟鯵を行った山  
行った。Ib鞠稟♯からTh2サイトカイン遭  抒することが少なくないこと、その薔昧か  レルギー性■炎に関する記載は少な  用性を持つことが明らかになった。従来  製県北杜巾、千葉県胃よ総市丸山町、  
伝子鹿のクロマチンリモデリング書≠．メ  ら■炎の治¶への早期介入の1手性、  い．サ回の班研究の綺集を、今後のガイ  の皮下投与に代わり息書■世の軽減を  千葉市において井生労働省披研究の鴨       ルMしL   
テ暮転移酵素の闇与を明らかに  他の小児アレルギー疾患との開遍の正  ドラインの改訂作業に活かしたい。また、  まかることが出来る舌下投与法が小児  告裁として一般市民を対tに公開桝座  
しヒトでの檎肘について取鳩みが進んで  確な榛附から総合的な小児アレルギー  ガイドラインで古く推奨されている抗闇精  でも十分にt0lor■bl●であることが示され  を開催した。一般匿ホ従事肴を対tに、  
いる。一方免疫柵凍として期待されるス  疾患に対する対応が必事であることを示  1的免疫療法が小児においても雷用性  ニ暮甘檎試験に進んでいる．雷及の▲  千葉市≠浜区、中央区で厚生労働省班  
ギエキス舌下投与の有効性．特■的Th之  した。小児アレルギー疾患の自然経過を  ま轟く、かつその効果が最期に続くこと  こは不可欠な作用切序の研究も初めて  研究として■漬会、勉強会を開催した。  
クローンサイズやt∫Gヰ抗体といった／くイ  tえることが期樽される免疫治療の稟暢  を示し、ヰ後の本免疫泊欄の曽及に役  特1的Th2細胞クローンサイズやⅠ■G一統  また、研究成果は千葉大学耳■咽喉利  
オマーカーを明らかにした。   とt■も明らかにした。   立たせたい。   件のま化を示すことができた。   ホームページに穐書中傭を進めている。   

気▼支1■息の▼■平・  16  18  免疫アレル  赤澤 晃  気t支囁息治震対■書に視点をおいた  これまで治瓜が不十分で蚤覆機肝に受  霞胃ガイドラインであるGINAでは、これ  全鴎および耶江府れ別の気t支■息▼  平成柑年ほ月30日毒日新聞に小児■息  2  口  19  0  田  u  0  0  0   
t農事およぴQOしに  ギー疾患  】SAAC．【CRHSll暮でのF内集の全四  珍していなかった愚書についても、症状  まで叫静的に実施されてきたISAACll  痘率を爛暮したので、これまでの喘息死  書症串椚暮のことが綿tされた。これま   
間する全年齢階級別  予防・治療  構襖、全年齢をカバーした椚壬であり、  をベースに治ホ対暮書を検出することが  董、ECRHSII董を暮本的な痩攣データと  のデータなどと檎肘し、叫息死ゼロ、救  での鯵断ベースの叫壬とことなり、実施   
全量研壬に関する研  研究  気t支嶋息治療対t愚書叡の予測がで  できた。疇息死や叫息発作での救急外  している。日本では、これまで十分な  息受診数の減少を目標とした息看への  こ症状を書している人をM暮しているた   
究  きる。また、中内でのⅧりを軌翳すること  来賓鯵、入院になる上書を減少させるた  データがかったが今回に椚董緒集で虞  啓発を勧遭府県別に1体的に実橋する  めその数字はこれ麦での2倍以上になっ  

ができた。キ後の経年的に繰り返し間－  めにはこうした息讐に対して啓発活動が  静的に書症率を比較することができる。  静の資料とすることができる。桂年的に  ている。しかし、治療の必手性を聡れす  
の手法で調査することによって叫息患曹  実施することにより、ガイドラインの勤  
の推移を分析できる。   集、行政儀虻での予防対策書の効井を  

分析するためのデータとなる。   

自閉症の病態診断・治  16  18  こころの健  加我 牧子  結節性硬化症の暮任遺伝子であるTSC  自閉症の症状を動物モデルで確立し、  記載なし   今緩自閉症のホ噌を理解するために必  記載なし   10  5  5  0  2】    0  0  0   
膚体刑構築のための  魔科学研  1ま■、TSC之た■と畠閤症の集症鰻度  暮なデータを得ることができた。   
総合的研究  究  や、GABA作動性ニューロンの活動性と  

の叫遽など自閉症のホ馳を理解するた  
めのデータを示した。   

アスペルガー痘幌群  1¢  18  こころの健  嚢 則夫  アスペルガ一度傾＃を書む自閉症スベ  アスペルガー症撲霹の社会性陣書、行  主任研究書の需Ilほは平成1丁年贋、18  我々の研究成井は、礪長にアスペル  救▼医事新聞、平成柑年2月Z5日曹で、  64  t‖  44  2  8†  12  2  2  2   
の成因とその歎▼・療    鷹科学研  クトラムでのセロトニン・トランスポーター  勤障書の成因について檎附し、社会性  年度の文部科事雀の「††勤の科学的解  ガー症候＃lま生物学的手伝が関与し、  厚生労≠科攣研究に関して、主任研究   
書的対応に関する研  究  のPET研究は．我々が世界で始めて圃  の集逢を促逢し、行動陣書を形成しない  明と教▼事への応用に関する械肘」  精神医学的な治オ方法の確立が必事  書、♯則夫のインタビューが行なわれ 
究  、        像でのセロトニン♯龍■欄を明らかにし  ための予防的な治★教▼方法に関する  （【座よ】書■ 朋人）の響斗会畢■とな  で、乳幼児健診での生穐竿的相場lニよ  アスペルガー丘條群の最新脳画像、教  

た。さらに我々は．衝橡研究と遺伝子研  研究を行なった。我々はアスペルガー症  り、会杜に●加し、報告書を作成した。  る早期集先の可能性を示した。さらに慾  ■療■的対応に新たな方向性を示した。  
究を鰻み合わせ．PETなどの皿像データ  鋏群の感受性遺伝子、早期鯵断の根拠  平成17年4月2t∋日算4匡l全書では  リのコント⊂トール、リラクゼーションの2つ  読売新聞、平成り年2月柑日号で、発達  
と臨床症欄．認知障書．遺伝子の発現暮  となる血清田子を見出した。さらに阿橡  我々の厚生労働科研による研究「アスベ  の新しい■■方法を確立し、治♯、療  陣書の我々の研究、早期■▼、治療万  
などの各檀パラメータとの関壇を解析し．  研究によって行動障書にいたる攻撃性  ルガー叶曹の肛†■研究、先輩II書の鴎  ▼、予防方法を確立のための行政施策  法開先の紹介をした。その他、産桂新  
1任遺伝子環集に迫ろうとする新しい手  について予測できる方法を見出した。行  静的診断面捜法（AロトR）ついて」の鴨  にt僻すると舞えた。分権研究書の辻  聞、平成18年1月13日サなどに取り上げ  
法を確立した。血州中の複数国千に■  戦陣書を形成しない方法については、怒  告を行った。報告■の中で、書枕能広汎  井正次（中京大数樟、丁スへ●・エルデの会理  られた。こころの健鷹科攣研究成果発凛  
禦のあることを丸出し．生物竿的指標と  リのコントロール、リラクゼーションの2つ  性彙連呼亨が示す情動ま化の解明、事  事t）は我々の研究成果について発1  食「アスペルガー症候群の成因とその教  
して早期診断に遭を開いた。   の介入法による新しい治■方法を確立  響や★書的指導によりどのような変化を  陣書の支捜を考える＃■1盟の方々に  書・鞭書的対応に間する研究」を平成17  

し、アスペルガー症候群の子どもたちに  示すか、彼らの1切な指欄についての  ■善し、発遽障書書支緩法の中の、例  年3月5日、平成18年3月之5日に行い－  
運用を開始できるようにした。   報告に活かされた。   暮研究：第二十日象の文書に活かされ  

ナ＿   

1痘ストレス障書の精  16  18  こころの償  念 書叫  交通事故、がん告知によるトラウマ性ス  交通事故後による精神的被書が社会的  なし   交通事故後の精神的後遺症は『演・労  之00¢年5月4日NHK18時のニュースにて、  ユ8  82  之8  40  100  2g  0  0  0   

榊的影書並びに急性  贋科竿研  トレスのもたらす、PTSDなどの精神的影  にも臨床的にも大きな恥♭を井めている  災において大きな間糧となっており、糟  分掩研究書松岡1が「交通外傷鴨肴に   

期の治療介入に闇す  究  ■の■ホ率と経過について前方裸的に  が、事故後1ケ月時点では六うつ■がt  禅的後遺症について一定の虎夫が出さ  おける積禅的ストレスに関する研究」に   
る追跡研究  檎旺した日本で初めての研究である．が  れた書義は大きい。がん告知後のPTSD  

ん告知については脇容積計測との闇嬢  零の精神的影書治療コンプライアンスの  
を檎肘し対照群との間に書暮さを見出し  低下や、将来への壮職による自殺念慮  
た。交通事故■書については精神症状  とも緒びつくことが楕楕されており、告知  
と血中BDNFとの間1を檎肘したが、途  後の精神匿♯的対応を推進することが  
中解析の段階でN敷が不足していたこと  がんの余命の向上とも緒びつき、がん対  
もあり、書書な相関は得られなかった．  策を推進する。子どもの■挿の影書は、  
子どもの■待機亨によるトラウマの瀾走  知的発遽障書とのヰ別の上でも工手で  
のために、S】DESと呼ばれる尺度の日本  あり、「子どもと書換を応檀する日本」職  
謄憶職場化を行った。   の可能性が示唆された。  嶋にも零与する。   
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